
第2回静岡市持続可能な森づくり研究会

静岡市
令和７年5月28日

静岡市の循環林の管理方針～問題・対応・理想の姿

1. 並材大量生産による立木価格の低下

2. 林業従事者の減少

3. 主伐期を超えた針葉樹人工林

4. 循環林のあるべき姿
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1. 並材大量生産による立木価格低下

立木の価格維持と素材生産の低コスト化による、利益の確保を目指す

立木の
価格維持

・早生樹や売価の高い樹種の活用検討
・森林認証による付加価値向上
・地域材の流通増加

静岡県の木材価格の推移（R6静岡県森林・林業要覧）

・エリートツリー、
早生樹の植栽への支援

・CoC認証取得への支援

・オクシズ材利活用を目的とした
住宅等への木材利用への支援

エ・早の森林づくり推進事業
5,900千円

森林認証取得等事業補助金
1,950千円

静岡地域材活用促進事業費補助金

補正予算要求中

New

素材生産の
低コスト化

・環境に応じた樹種や植栽密度の決定
・一貫作業システム等の導入による効率化
・高性能林業機械の導入による機械化
・未利用間伐材の活用
・近隣の消費地への販路確保

・搬出支援
機械購入、作業道等

・生産と消費の現場の情報共有

いきいき森林づくり推進事業
30,000千円

ICTサプライチェーン構築事業
20,000千円

New

林野庁HPから引用
事務局注：
立木価格は過去の投資の成果であるのに対し、
造林費は将来への投資であり、別で考える必要がある。

現状

方針

取り組みと支援策

1965   1970   1975   1980   1985   1990   1995    2000   2005   2010   2015   2019   2020   2021   2022   2023

支援策（金額は令和7年度予算額）
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取り組みと支援策

2. 林業従事者の減少

・人材マッチング
・多様な働き方の提示に向けた検討

・安全衛生対策の強化による労働災害抑制
・資格取得、技術力向上の推奨
・仕事へのモチベーションの醸成
・柔軟な働き方、副業等を可能にする環境づくり
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静岡県国勢調査 静岡県森林作業員 静岡県林業専業労働者

静岡県の林業従事者数と素材生産量の推移

2020年 農林業センサス

静岡市県全体

62 人354 人専業

1,080 人2,164 人兼業

22,005人日120,001人日延べ人日

新規就業者の確保

定着率の向上
・安全衛生支援

・技術力向上支援

担い手育成・支援対策事業費
1,278千円

オクシズの森林資格取得事業補助金
600千円

現状

新規就業者確保と定着率向上により林業従事者の減少を抑制しつつ、森林に対する市民の関心を向上させる
方針

・機器購入支援

・山林協会等と連携
した担い手確保

・森林体験教室等

・市と大学の連携

新規参入者支度金補助事業
540千円

県山林協会負担金
2,103千円

林業振興事業費（モニタリング除く）

4,825千円

静岡県立農林環境専門職大学と

協定締結予定
New

※専業：150日以上働いた者

静岡県山林協会による就職説明会

328千m3

684千m3
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3. 主伐期を超えた針葉樹人工林 現状・方針

国有林
4,245 ha

公有林
7,168 ha

私有林
95,792 ha

森林
107,275 ha

民有林
102,960 ha

人工林
45,590 ha

主伐期超針葉樹林
38,174 ha

森林以外

天然林
50,368 ha
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市内人工林林齢構成面積（ha） 主伐期50年生超：83.7％
38,174ha

間伐期26〜60年生：36.1％
16,446ha

内、要間伐森林：8614.6ha
10年以上施業のない人工林

（191
）

（1,145
）

（2,169
）

（343
）

（490
）

（3,324）

（948
）

齢級
（1齢級：5年）

37％
51％

52％

43％ 52％

55％

53％

（広葉樹林190 ha）

現状

80

植樹から主伐収穫までに必要な労働力の目安200人日/ha、
齢級構成が平準化し、循環管理できている伐期80年の針葉樹林の場合
・1haの森林管理に必要な1年あたりの人日

200人日/ha÷80年=2.5人日/ha・年
・林業専業従事者1人の1年（200日）の労働力で管理できる面積

200人日/年÷2.5人日/ha・年=８０ha

植栽
下刈

枝打ち
間伐 主伐

搬出

針葉樹人工林の管理に必要な労働力の考え方

植樹から主伐収穫までの80年間で必要な労働力 200人日/ha

毎年仲間と一緒に植樹や下刈や間伐や主伐、搬出
などをやっていくと、

「1年につき1人あたり80ha管理できる」
という計算になります。
あくまで齢級構成が平準化された森林の場合の、
マクロな概算です。

その他
7,033 ha

主伐期前針葉樹林
7,416 ha

参考：白石則彦（2023）「地域で林業を支え、林業が地域を支える」林経協季報 杣径No.70
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市内の
林業専業従事者

62人

適切な搬出、再造林を促すとともに
循環林としての活用（素材搬出）が困難なエリアについては、環境林への移行を検討する

方針

市内の
林業兼業従事者

1,080人

市内の
合計林業労働力

年間22,005人日
＋

仮に齢級を平準化できたとして、
1年につき1人あたり80ha管理できる計算で

45,399haの針葉樹人工林すべてを
ずっと循環させ続けるとしたら…

林業専業従事者の必要人数は

45,399ha÷80ha/人=567人

専業兼業問わず、労働力で考えると

567人× 200日 =113,400人日

現在の労働力で循環可能な面積は

22,005人日/年÷2.5人日/ha・年=8,802ha

労働力を約5倍に?!

面積を5分の1に?!

【参考】
現状の作業量実績との比較

平準化した伐期80年の針葉樹林45,399haで、

1年間に間伐すべき面積は1,702ha
（間伐3回の場合）

現状606ha（H30～R4平均）の約3倍

1年間に新植すべき面積は567ha
現状30.5ha（H29～R4平均）の約19倍

静岡市内の労働力

主伐期を超えた針葉樹人工林を循環林として管理するには…作業量（担い手）を増やす or 面積を減らす

■人工林

■天然林

1haの森林管理に必要な
1年あたりの人日

専業労働者を約9倍に?!
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針葉樹人工林
45,399 ha

循環林

環境林

経済林として

経営可能

経営不可
間伐による針葉樹巨木林化

択伐と植樹による針広混交林化

木材生産を継続

117人日/ha 間伐枝払い4回、防護柵、下刈等
（利用間伐搬出を含まない 巨木林化の場合＋4回間伐）

針葉樹人工林の今後の流れ

森林経営計画策定森林など

約10,000ha

約35,000ha

主伐期を超えた針葉樹人工林の広葉樹林化には
かなりの労働力と時間が必要となるため、
同時に全ての環境林整備を行うことはできない。

災害の危険等から優先順位を定め、
段階的に進める必要がある。
また、市の委託事業のほか、公益的機能の価値の
対価としての外部資金を、広葉樹林化と維持管理
に充てる仕組みづくりに取り組む。

うち、25,000haが主伐期超

皆伐による広葉樹林化

200人日/ha 皆伐、搬出、防護柵、植樹、下刈等
（架線集材可能な場合）

※効率性よりも環境への負荷の
少なさを重視し、市等からの委託や
カーボンクレジット等により
事業を実施

3. 主伐期を超えた針葉樹人工林 今後の流れ

252人日/ha 択伐枝払い4回、防護柵、植樹、下刈等
（利用間伐搬出を含まない）

※環境林から循環林に
戻る可能性も有

林 業

環境整備

※人工計算は県単価等から算出した目安。維持管理費用に測量は含まない。

※労働力の維持、 公益的機能の
維持に関わる部分には、
公的な補助も投入

約45,000haの針葉樹人工林を木材生産する循環林として維持するには、現実的ではない規模で労働力を増やす必要がある。
循環林としての活用が困難なエリアについては、維持管理が必要最小限となるような環境林に移行していきたい。

※再造林時には、エリートツリーや早生樹を使用
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変更

・経済林として循環を継続
所有者or経営管理受託者
による循環林管理

・育林への支援
造林、下刈、除伐、間伐、作業道、柵等

・搬出への支援
機械購入、作業道等

・経営計画策定への支援

・FM認証取得への支援

民有林造成事業補助金
47,000千円

いきいき森林づくり推進事業
30,000千円（再掲）

森林整備地域活動支援事業補助金
162千円

森林認証取得等事業補助金
1,950千円（再掲）

・新しい森林カーボン
クレジットによる
管理費用の調達

・ナラ枯れ対策

・広葉樹林の造成と維持管理
（育苗、植栽、防護柵設置、管理）

New

環境林への移行と
維持管理

森林カーボンクレジット創出促進事業
60,000千円

森林病害虫等防除事業費
6,000千円

拡充

・集積計画策定
・広葉樹林化と維持管理

市による環境林への移行と
維持管理

・意向調査

・集積計画策定

・広葉樹林化

森林経営管理制度推進促進事業費
51,500千円

持続可能な森づくり推進事業
35,000千円

New

管理者不在の場合

取り組みと支援策

3. 主伐期を超えた針葉樹人工林 取り組みと支援策

循環林

環境林
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画像：林野庁パンフレットより

ICTサプライチェーンによる
オクシズ材の活用推進

※所有者が希望
した場合のみ

循環林では、伐って・使って・植えるを繰り返す持続可能な林業を実施する。

集積計画にもとづく、
公益的機能を発揮する
環境林管理

森林経営計画にもとづく、
効率的で適切な循環林管理
（育林・搬出補助あり）

新たな森林カーボンクレジットを購入した
「持続可能な森づくり賛同者」に
支えられた環境林維持管理

4. 循環林のあるべき姿

森林内外でのPRによる
市民の関心向上

適切な病獣虫害対策の
継続

森林の機能や役割、
森林経営の意向に対応した
林道整備

新規就業促進と定着率向上による
担い手確保
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